
出
す
る
基
本
と

な
り
ま
す
。

　

学
部
名
を
変

え
る
こ
と
で
、

研
究
・
教
育
の

理
念
や
人
材
育

　

第
一
と
し
て
、
２
０
１
７
年

４
月
か
ら
、
名
古
屋
産
業
大
学

の
１７
年
の
歴
史
で
は
初
め
て
、

学
部
名
と
学
科
名
を
一
斉
に
変

え
る
こ
と
を
決
断
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
「
環
境
情
報
ビ
ジ

ネ
ス
学
部
、
学
科
」
か
ら
、「
現

代
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
、
学
科
」
に

変
わ
り
ま
す
。

　

名
称
を
変
更
す
る
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
大
学
で
は
、「
学

部
」
が
専
門
的
な
研
究
や
知
識

を
学
ぶ
理
念
を
表
し
、
社
会
の

ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
人
材
を
輩

名古屋産業大学
初の学部名改称
時代を切り拓く現代ビジネス学部に

　

名
古
屋
産
業
大
学
（
高
木

弘
恵
学
長
）
は
、
２
０
１
７

年
４
月
１
日
か
ら
学
部
名
・

学
科
名
を
、「
現
代
ビ
ジ
ネ

ス
学
部
・
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学

科
」
に
改
称
し
ま
す
。
学
部

名
の
変
更
は
、
開
学
１７
年
目

に
し
て
初
め
て
で
す
。
進
学

を
希
望
す
る
高
校
生
や
就
職

先
の
企
業
に
、
経
済
学
系
の

学
部
で
あ
る
こ
と
を
、
よ
り

分
か
り
や
す
く
理
解
し
て
も

ら
う
の
が
狙
い
で
す
。

新
学
部
名
の
意
義

　

日
本
の
大
学
は
、「
学
部
」

が
教
育
・
研
究
、
人
材
育
成

の
ベ
ー
ス
。
今
回
の
学
部
・

学
校
法
人 

菊
武
学
園 

理
事
長　

高
木　

弘
恵

創
立
７０
周
年
を
め
ざ
し
て
志
高
く

ビ
ジ
ネ
ス
分
野
、
実
践
教
育
を
深
化
さ
せ

成　
　

い
わ
ば
大
学
の
存
在
意

義
は
、
大
き
な
流
れ
の
よ
う
に

浸
透
す
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
名
古
屋
産
業
大

学
は
こ
の
２
年
間
で
、
大
き
く

変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

名
古
屋
経
営
短
期
大
学
は
３

年
前
に「
未
来
キ
ャ
リ
ア
学
科
」

に
名
称
変
更
し
ま
し
た
。
ま
だ

道
半
ば
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
効
果
は
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

菊
華
高
校
は
４
年
前
に
普
通

科
に
「
ス
ポ
ー
ツ
ア
ク
ト
コ
ー

ス
」
を
設
け
、
注
目
さ
れ
ま
し

た
。
入
学
者
は
増
え
、
そ
の
勢

い
に
触
発
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
の

部
活
動
で
は
東
海
、
県
大
会
な

ど
で
上
位
に
食
い
込
む
選
手
、

チ
ー
ム
が
続
出
し
て
い
ま
す
。

　

菊
武
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
で

運
営
し
て
い
る
通
信
制
課
程
に

昨
年
、
初
の
単
位
制
を
導
入
し

ま
し
た
。
ま
だ
認
知
度
が
十
分

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
教
育
の

多
様
性
の
狙
い
が
近
い
将
来
、

理
解
さ
れ
る
も
の
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

　

創
立
７０
周
年
に
向
け
て
、
幼

稚
園
か
ら
大
学
院
ま
で
、
建
学

の
精
神
で
あ
る
職
業
教
育
と
愛

情
教
育
を
基
盤
に
、
全
教
職
員

が
一
丸
と
な
っ
て
進
む
こ
と
を

お
誓
い
し
ま
す
。

学
科
名
の
変
更
は
、
名
古
屋
産

業
大
学
が
よ
り
時
代
の
流
れ

に
即
し
た
大
き
な
改
革
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
の
第
一
歩
に
な
る

と
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

新
し
い
「
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学

部
・
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学

科
」
は
、
従
来
か
ら
の

学
部
設
置
の
理
念
で
あ

る
「
新
し
い
時
代
の
産

業
の
人
材
育
成
」
の
理

念
を
継
承
。
そ
の
上
で

急
速
に
変
化
、
進
展
し

て
い
く
現
代
ビ
ジ
ネ
ス

実
務
を
学
ぶ
こ
と
が
、

教
育
や
人
材
育
成
に
大

切
と
判
断
し
、
学
部
名

や
学
科
名
に
反
映
さ
せ
た
も
の

で
す
。

　

現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
は
、
少

し
か
み
砕
い
て
言
う
な
ら
「
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
を
切
り
口
と
し

て
、
経
営
を
学
ぶ
」
学
部
で

す
。
２
年
次
よ
り
「
情
報
ビ
ジ

ネ
ス
」、「
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
」

「
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
」「
ビ
ジ
ネ
ス
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
４

つ
の
コ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ま
で
と
の
比
較

　

従
来
の
「
環
境
情
報
ビ

ジ
ネ
ス
学
部
」
の
名
称
は
、

２
０
０
０
年
の
開
学
以
来
、
１７

年
間
に
わ
た
っ
て
続
き
親
し
ま

れ
て
き
ま
し
た
。
環
境
問
題
が

グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
と
し
て
浮

上
し
て
き
た
１
９
９
０
年
代
か

ら
大
学
開
学
の
２
０
０
０
年
初

頭
に
か
け
て
は
、
時
代
の
要
請

に
応
え
た
学
部
名
で
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
こ
数
年
、
全
国

的
に
新
設
の
大
学
が
増
え
、
分

か
り
や
す
く
カ
タ
カ
ナ
表
記
し

た
ユ
ニ
ー
ク
な
学
部
名
も
相
次

い
で
い
ま
す
。
進
学
希
望
の
高

校
生
や
、
と
り
わ
け
進
路
指
導

の
高
校
教
員
か
ら
、「
環
境
情

報
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
は
、
文
系
と

理
系
の
区
別
が
し
に
く
い
」「
何

を
学
び
、
ど
ん
な
人
材
を
育
て

る
の
か
分
か
り
づ
ら
い
」
と

い
っ
た
声
が
、
大
学
の
受
験
担

当
者
、
教
員
に
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

建
学
の
精
神
を
基

盤
に
、
時
代
の
変
化

に
対
応
し
、
大
学
の

強
み
も
変
化
さ
せ
て

い
く
柔
軟
性
が
重
要

で
す
。

改
称
へ
の
流
れ

　

こ
の
た
め
、
２
、３

年
前
か
ら
大
学
や
理

事
会
ト
ッ
プ
の
間
で
、

学
部
名
変
更
の
課
題

が
浮
上
。
昨
年
秋
、

▲新入生の募集パンフレットには現代ビジネスをうたう

▲学生がのびのび成長できる大学に

▲インターンシップの説明を受ける学生

大
学
に
新
し
く
作

ら
れ
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
検
討
委
員
会

で
、
い
く
つ
か
の

案
が
検
討
さ
れ
、

「
現
代
ビ
ジ
ネ
ス

学
部
」に
ま
と
め
、

２
０
１
６
年
４
月

に
文
科
省
に
届
け

ま
し
た
。

　

学
部
名
の
変
更

に
伴
い
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い

て
も
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
形
に
変
化
さ
せ
て
い
き
ま

す
。
教
養
科
目
だ
っ
た
「
心
理

学
基
礎
」
を
発
展
さ
せ
今
後
、

「
心
理
コ
ー
ス
」
を
開
設
し
ま

す
。
現
代
社
会
が
求
め
て
い
る

ビ
ジ
ネ
ス
科
目
に
進
化
さ
せ
、

現
代
ビ
ジ
ネ
ス
を
学
ぶ
環
境
に

整
え
て
い
き
ま
す
。

　

大
学
生
が
の
び
の
び
と
成
長

で
き
る
よ
う
、
大
き
な
改
革
実

施
に
向
け
て
全
学
挙
げ
て
踏
み

出
し
ま
し
た
。

　

菊
武
学
園
で
学
ぶ
学
生
・
生

徒
の
み
な
さ
ん
、
教
べ
ん
を
取

り
、
教
育
環
境
を
支
え
て
い
た

だ
い
て
い
る
教
職
員
、
関
係
者

の
み
な
さ
ま
、
日
ご
ろ
の
ご

尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

菊
武
学
園
は
、

２
０
１
８
年
秋

に
創
立
７０
周
年

を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
２

年
間
は
、
学
園

が
築
き
上
げ
た

歴
史
を
、
さ
ら

に
確
固
な
も
の
に
し
て
８０
周

年
、
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
た

め
に
、
少
子
化
の
激
動
の
波
に

打
ち
勝
ち
、
英
知
を
集
め
た
改

革
を
実
践
す
る
、
と
て
も
大
切

な
時
期
と
な
り
ま
す
。



　

菊
華
高
校
３
年
の
プ
ロ

ボ
ク
サ
ー
高
山
勝
成
選
手

（
３３
）は
、２
０
１
６
年
８
月
、

Ｗ
Ｂ
Ｏ
ミ
ニ
マ
ム
級
で
世
界

菊華高等学校

　

学
園
発
祥
の
地
で
あ
る
菊
武

ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
（
名
古
屋

市
東
区
）
は
、
２
０
１
８
年
１１

月
で
創
立
７０
周
年
を
迎
え
ま

す
。

　

現
在
の
学
校
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

（
２
０
１
７
年
度
生
徒
募
集
用
）

サ
ッ
カ
ー
、女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
が
優
勝
飾
る

▶
製
作
に
力
の
入
る
70
周
年
パ
ン
フ

▶
防
災
訓
練
で
真
剣
に
取
り
組
む
生
徒

運
動
部
が
活
躍 

数
々
の
入
賞

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
返
り
咲
き
ま

し
た
。
試
合
会
場
で
は
級
友
ら

７０
名
の
応
援
を
背
に
受
け
、
判

定
で
世
界
王
座
を
勝
ち
取
り
ま

し
た
。

　

９
月
１
日
に
は
生
徒
会
が
主

　

菊
華
高
校
の
運
動
部
が

２
０
１
６
年
度
も
、
選
手
た

ち
の
努
力
が
実
り
県
大
会
な

ど
で
入
賞
を
飾
り
ま
し
た
。

主
な
戦
績
は
次
の
通
り
で

す
。

　
【
サ
ッ
カ
ー
部
】
全
国
高

校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
県

▶
県
団
体
で
３
位
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

▶
県
大
会
で
ベ
ス
ト
８
進
出
の

　

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

▶
ソ
レ
イ
ユ
賞
に
輝
い
た
ダ
ン
ス
部

大
会
出
場
【
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部
】
県
高
校
総
体
名
北
支
部

予
選　

団
体
・
個
人
優
勝
。
県

大
会
団
体
３
位　
　

県
総
合
選

手
権
名
北
支
部
予
選　

優
勝

（
権
田
・
林
ペ
ア
）【
女
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
部
】
県
高
校
選
手
権

大
会　

ベ
ス
ト
８
進
出
【
陸
上

菊武ビジネス専門学校

WBO世界王座　　
高山選手 返り咲く

▲高山選手の戦いぶりをビデオで紹介

▲級友たちに感謝する高山選手（中央）

現役の菊華生徒が不屈の精神発揮

競
技
部
】
県
高
校
総
体
名
北
支

部
予
選
会 

男
子
４
０
０
ｍ
３

位
【
ダ
ン
ス
部
】
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
・

全
国
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
ダ
ン
ス
コ

ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン　

ソ
レ
イ
ユ

賞
受
賞
【
ス
ケ
ー
ト
部
】
ス

ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
：
シ
ョ
ー
ト

ト
ラ
ッ
ク
全
国
高
校
総
体
、
国

体
冬
季　

出
場　

フ
ィ
ギ
ュ
ア

ス
ケ
ー
ト
高
校
総
体　

出
場

に
は
表
紙
に
大
き
く
「
６９

（
年
）」
と
記
し
、
伝
統
あ
る

菊
武
を
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。
次

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
「
７０

（
年
）」
と
な
る
た
め
、
作
成

に
も
力
が
入
り
ま
す
。

▲楽しい思い出となったキャンプ

催
し
て
タ
イ
ト
ル
マ
ッ
チ

の
報
告
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
全
校
生
徒
に
高
山
選

手
の
戦
う
姿
が
ビ
デ
オ
で

流
さ
れ
、
挨
拶
に
立
っ
た

高
山
選
手
は
「
一
時
は
引

退
も
考
え
た
が
、
級
友
の

皆
さ
ん
や
先
生
方
の
励
ま

し
の
言
葉
で
勝
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
」
と
感
謝
し
て
い
ま
し

た
。

創
立
７０
周
年
に

力
入
る
パ
ン
フ
作
成

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
生
徒

５
名
は
９
月
４
日
、
名

古
屋
市
東
区
東
白
壁
小

学
校
で
行
わ
れ
た
『
な

ご
や
市
民
総
ぐ
る
み
防

災
訓
練
』
に
参
加
し
ま

し
た
。

　

今
年
は
「
非
常
炊
き
出
し
訓

練
」
を
担
当
し
、
白
米
を
小
袋

に
分
け
、
梅
干
し
を
入
れ
て
炊

き
ま
し
た
。
災
害
時
の
支
援
活

動
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
り
、

有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

名
古
屋
の
市
民
防
災
訓
練
に
参
加

大きな節目に
思い込めて

民
の
森
で
あ
り
ま
し
た
。
全
学

年
を
対
象
に
希
望
者
が
参
加
す

る
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
夏
は
３７
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
普
段
の
学

校
生
活
で
味
わ

え
な
い
環
境
の

中
で
、
学
年
の

枠
を
越
え
て
協

力
し
た
炊
飯
や

川
遊
び
を
通
し

て
、
楽
し
い
思

い
出
を
ま
た
一

つ
増
や
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

非
常
炊
き
出
し
体
験
に

菊
専
生
徒
が
活
躍

　

夏
の
恒
例
行
事
の
キ
ャ
ン
プ
が
、
８

月
４
日
、
５
日
、
愛
知
県
新
城
市
の
県



運
動
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
入
れ
る

遊
び
や
ゲ
ー
ム
の
効
果
を
上
げ
る

名古屋ウェディング＆フラワー・ビューティ学院

資金収支計算書

科　　　　　目 金　　　額
学生生徒等納付金収入 1,744,369
手数料収入 24,806
寄付金収入 13,314
補助金収入 809,310
資産売却収入 200,000
付随事業 ･ 収益事業収入 27,196
受取利息・配当金収入 10,516
雑収入 46,935
前受金収入 451,651
その他の収入 244,712
資金収入調整勘定 △ 559,738
前年度繰越支払資金 1,475,603
収入の部合計 4,488,674

人件費支出 1,688,643
教育管理経費支出 667,630
借入金等利息支出 2,790
借入金等返済支出 133,313
施設関係支出 377,637
設備関係支出 46,312
資産運用支出 200,302
その他の支出 84,511
資金支出調整勘定 △ 83,447
翌年度繰越支払資金 1,370,983
支出の部合計 4,488,674

活動区分資金収支計算書

科　　　目 金　　額
学生生徒等納付金収入 1,744,369
手数料収入 24,806
一般寄付金収入 4,520
経常費等補助金収入 638,089
付随事業収入 27,196
雑収入 41,672
教育活動資金収入計 2,480,652

人件費支出 1,688,643
教育管理経費支出 667,594
教育活動資金支出計 2,356,237

調整勘定等 40,072
教育活動資金収支差額 164,487

施設整備等活動資金収入計 180,015
施設整備等活動資金支出計 423,949
調整勘定等 △ 78,422
施設整備等活動資金収支差額 △ 322,356

その他の活動資金収入計 331,796
その他の活動資金支出計 351,861
調整勘定等 73,313
その他の活動資金収支差額 53,248

支払資金の増減額 △ 104,621
前年度繰越支払資金 1,475,603
翌年度繰越支払資金 1,370,982

科　　　　目 金　　額
固定資産 13,134,884
　有形固定資産 11,099,182
　特定資産 2,009,639
　その他の固定資産 26,063
流動資産 1,617,825
　現金預金 1,370,983
　未収入金 ※ 1 224,905
　その他 21,937
資産の部合計 14,752,709

固定負債 582,387
　　長期借入金 ＊ 164,108
　　退職給与引当金 370,853
　　長期未払金 47,426
流動負債 782,683
　　短期借入金 ＊ 115,658
　　未払金 ※ 2 66,607
　　その他 600,418
負債の部合計 1,365,070

純資産の部
基本金 17,789,483
　　第 1 号基本金 17,427,483
　　第 2 号基本金 130,000
　　第 4 号基本金 232,000
繰越収支差額 △ 4,401,844
　翌年度繰越収支差額 △ 4,401,844
純資産の部合計 13,387,639

負債及び純資産の部合計 14,752,709
単位　千円

※ 1 の未収入金には愛知県の授業料軽減の為の償還補助金 88,062 千円が含まれ、その補助金により＊長期借入金 44,108 千円、
短期借入金 43,954 千円が直接返済されることになっています。

※ 2 の未払金には期末退職者退職金が 48,570 千円含まれています。
※ 　減価償却額の累計額の合計額 6,793,071 千円

稲葉保育園ど
も
の
走
る
・
投
げ
る
・
跳

ぶ
力
な
ど
運
動
能
力
の
向
上

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ヘ
キ
サ
ス
ロ

ン
」
を
取
り
入
れ
て
、
保
護

者
に
も
好
評
で
す
。

　

ヘ
キ
サ
ス
ロ
ン
は
、
ス

ポ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー「
ミ
ズ
ノ
」

が
開
発
し
た
も
の
で
、
５
月

の
保
育
参
観
で
は
、
名
古
屋

経
営
短
期
大
学
子
ど
も
学
科

の
佐
々
木
敏
郎
教
授
が
指
導

し
て
、
親
子
で
輪
っ
か
や
三

角
コ
ー
ン
、
風
船
ロ
ケ
ッ
ト

な
ど
５
種
類
の
用
具
を
使
用

し
て
遊
び
ま
し
た
。

　

６
月
に
は
ミ
ズ
ノ
社
員
か

　

稲
葉
保
育
園
で
は

２
０
１
６
年
度
、
年

長
児
の
遊
び
に
、
子

科　　　目 金　　額
学生生徒等納付金 1,744,369
手数料 24,852
寄付金 5,070
経常費等補助金 638,089
付随事業収入 27,196
雑収入 41,835
教育活動収入計 2,481,411
人件費 1,696,045
教育管理経費 937,675
徴収不能額等 365
教育活動支出計 2,634,085
教育活動収支差額 △ 152,674
教育活動外収入計 10,516
教育活動外支出計 2,790
経常費収支差額 △ 144,948
特別収入計 188,056
特別支出計 8,977
特別収支差額 179,079
基本金組入前当年度収支差額 34,132
基本金組入額合計 △ 189,575
当年度収支差額 △ 155,443
前年度繰越収支差額 △ 4,246,401
翌年度繰越収支差額 △ 4,401,844

事業活動収支計算書 貸借対照表

近
藤
さ
ん 

エ
ス
テ
地
区
予
選
３
位

綾
華
さ
ん
、

森
樹
那
さ
ん

は
８
月
、
第

９
回
エ
ス
テ

テ
ィ
ッ
ク
コ

ン
テ
ス
ト
・

ス
チ
ュ
ー
デ

ン
ト
部
門
の

北
陸
中
部
地

区
予
選
会
に

出
場
し
ま
し

た
。
審
査
の

結
果
、
近
藤

　

Ｎ
Ｗ
Ｆ
Ｂ
ト
ー
タ
ル

ビ
ュ
ー
テ
ィ
科
２
年
の
近
藤

ら
、
用
具
の
基
本
的
使
い
方
、

ゲ
ー
ム
や
用
具
を
組
み
合
わ
せ

た
遊
び
を
学
び
ま
し
た
。
体
力

測
定
や
１０
月
に
開
催
し
た
運
動

会
の
親
子
競
技
に
も
、
ヘ
キ
サ

ス
ロ
ン
の
方
法
を
取
り
入
れ

て
、
園
児
ら
が
大
喜
び
す
る
な

ど
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

▶
ヘ
キ
サ
ス
ロ
ン
に
夢
中
の
園
児

▲エステコンテストに出場した近藤さん（右）と森さん

▲技能五輪全国大会に出場した左から新宮さん、田中さん、畠山さん

▲年長児がみごとな組体操を披露

綾
華
さ
ん
が
基
本
部
門
で
第
３

位
入
賞
、
１０
月
に
東
京
で
行
わ

施
術
と
接
客
の
総
合
審
査
で
高
い
評
価

菊武幼稚園

れ
た
全
国
大
会
へ
の
切
符
を
手

に
入
れ
ま
し
た
。

　

地
区
予
選
に
は
専
門
学
校
７

校
か
ら
、
基
本
部
門
１０
名
、
応

用
部
門
１２
名
の
学
生
が
参
加
、

エ
ス
テ
の
技
術
だ
け
で
な
く
、

接
客
の
気
配
り
、
言
葉
遣
い
な

ど
も
競
い
ま
し
た
。
練
習
当

初
、
自
分
本
位
の
施
術
で
し
た

が
日
ご
と
に
上
達
し
、
大
会
で

は
落
ち
着
い
て
気
持
ち
良
さ
が

伝
わ
る
施
術
を
披
露
し
て
い
ま

し
た
。

　

Ｎ
Ｗ
Ｆ
Ｂ

の
学
生
３
名

が
、２
０
１
６

年
も
、
山
形

県
で
開
催
さ

れ
た
技
能
五

輪
全
国
大
会

の
フ
ラ
ワ
ー

装
飾
部
門
に

出
場
し
ま

し
た
。フ
ラ

ワ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
科
で
、
県

大
会
で
知
事

賞
に
輝
い
た

田
中
晋
瑛
さ

ん
、
会
長
賞

の
新
宮
愛
さ

ん
、
畠
山
真

代
さ
ん
の
３
名
で
す
。

　

大
会
は
２３
歳
ま
で
の
若
手
技

術
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
ご

と
に
技
術
を
競
い
ま
す
。
時
間

内
に
与
え
ら
れ

た
課
題
、
材
料

で
、
自
分
の
デ

ザ
イ
ン
を
織
り

交
ぜ
、
創
造
性

や
質
の
高
い
作

品
に
仕
上
げ
る

か
が
ポ
イ
ン
ト
。

　

昨
年
の
大
会

で
は
、
Ｎ
Ｗ
Ｆ

Ｂ
の
学
生
が
全

国
大
会
で
初
の

銅
メ
ダ
ル
に
輝

き
ま
し
た
。
２

年
連
続
の
メ
ダ

ル
獲
得
を
目
指
し
、
学
生
３
名

は
、
日
々
遅
く
ま
で
練
習
し
、

本
番
で
そ
の
成
果
を
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

フラワー装飾で創造性競う
　技能五輪に出場NWFB学生3名

　

雨
で
順
延
と
な
っ

た
運
動
会
は
、
体
育

の
日
の
１０
月
１０
日
に

儀
田
公
園
で
開
き
ま
し
た
。

テ
ィ
ー
パ
レ
ー
ド
（
鼓
隊
の
演

奏
）
を
披
露
。
ど
の
園
児
も
待

鼓
隊
演
奏
や
遊
戯
に
園
児
が
熱
演

待
望
の
青
空
の
下 

運
動
会
に
大
き
な
拍
手

ち
に
待
っ
た
青
空
の
下
、
素
晴

ら
し
い
発
表
が
で
き
ま
し
た
。

遊
戯
で
は
、
年
中
児

が
赤
と
黒
の
忍
者
の

法
被
を
、
年
少
児
は

手
作
り
の
フ
ル
ー
ツ

の
衣
装
を
着
て
、
音

楽
に
合
わ
せ
て
踊
り

ま
し
た
。
年
長
児

は
組
体
操
と
プ
リ

保
護
者
ら

の
大
き
な

声
援
と
拍

手
に
包
ま

れ
、
心
温

ま
る
一
日

と
な
り
ま

し
た
。



智
成
選
手
（
４
年
）
は
全

日
本
学
生
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
個
人
選
手
権
８５

名古屋産業大学・名古屋経営短期大学

　
「
友
と
の
思
い
出
」
を
テ
ー
マ
に
、
名

古
屋
産
業
大
学
・
名
古
屋
経
営
短
期
大
学

の
合
同
大
学
祭
が
、
１０
月
８
日
、
９
日
に

開
か
れ
ま
し
た
。
い
ま
人
気
の
「
ト
レ
ン

デ
ィ
エ
ン
ジ
ェ
ル
」
ら
４
組
の
お
笑
い
芸

人
が
２
日
間
に
わ
た
り
、
尾
張
旭
キ
ャ
ン

　

朝
食
を
取
っ
て
い
な
い
学

生
が
増
え
て
い
る
た
め
、
名

古
屋
産
業
大
学
と
名
古
屋
経

営
短
期
大
学
は
２
０
１
６

年
度
か
ら
、
学
生
食
堂
で

「
１
０
０
円
朝
食
」
を
２
、３

か
月
に
一
度
、
実
施
し
て
い

ま
す
。
健
康
を
保
ち
空
腹
を

避
け
て
授
業
に
集
中
し
て
も

ら
う
の
が
狙
い
で
す
。

短大がスポーツメーカーと
包括的連携協定

▲珍しい 100 円朝食にマスコミも注目

▲協定調印に臨む高木学長と藤原支社長

▲お笑い芸人「トレンディエンジェル」らに体育館は満席

▲合同大学祭に大勢の市民が模擬店などを楽しむ

学
生
の
健
康
増
進
に

Ｐ
Ｒ
を
し
て
広
め
、普
及
を
図
る
計
画

ウ
エ
イ
ト
・
山
本 

東
京
五
輪
に
向
け
強
化
合
宿

全
国
大
会
個
人
、団
体
で
優
勝
が
相
次
ぐ

パ
ス
で
お
笑
い
ラ
イ
ブ
を
繰
り
広
げ
、
学
生
や

大
勢
の
市
民
ら
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

大
学
祭
は
、
わ
た
が
し
、
水
ぎ
ょ
う
ざ
、
越

前
お
ろ
し
そ
ば
な
ど
２
日
間
で
延
べ
５０
を
超
す

模
擬
店
、
お
化
け
屋
敷
、
軽
音
ラ
イ
ブ
演
奏
な

ど
２６
の
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
【
名
産
大
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
】
山
本

真
鼓
選
手
（
２
年
）
は
、
５
月
の
全
日
本
女
子
学

生
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
の
５８
キ
ロ
級

で
、
ス
ナ
ッ
チ
７８
キ
ロ
（
１
位
）、
ジ
ャ
ー
ク
９６

キ
ロ
（
２
位
）
の
ト
ー
タ
ル
１
７
４
キ
ロ
で
優
勝

に
輝
き
ま
し
た
。
高
校
時
代
、
陸
上
の
短
距
離
で

鍛
え
た
バ
ネ
の
強
さ
を
発
揮
し
て
記
録
を
伸
ば
し

ま
し
た
。

　

山
本
選
手
は
、
日
本
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

協
会
が
２
０
２
０
東
京
五
輪
に
向
け
て
、
１０
月
末

に
韓
国
で
実
施

し
た
強
化
合
宿

の
日
本
代
表
選

手
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
服
部

　

メ
ニ
ュ
ー
は
２
種
類
で
、
和

食
が
ご
飯
、
焼
き
魚
、
煮
物
に

み
そ
汁
。
洋
食
が
パ
ン
と
オ
ム

レ
ツ
、
マ
カ
ロ
ニ
サ
ラ
ダ
、
コ

ン
ソ
メ
ス
ー
プ
な
ど
で
、
栄
養

た
っ
ぷ
り
。
初
回
は
各
４０
食
を

用
意
し
、
ほ
ぼ
売
り
切
れ
、「
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
あ
っ
て
良
か
っ

た
」
な
ど
評
判
も
ま
ず
ま
ず
で

し
た
。

　

テ
レ
ビ
や
新
聞
社
な
ど

マ
ス
コ
ミ
も
注
目
し
、
取

材
し
ま
し
た
が
、
２
回
目

は
学
生
へ
の
Ｐ
Ｒ
不
足
が

見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
大

学
事
務
局
で
は
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
な
ど
し
て
、
よ
り

「
１
０
０
円
朝
食
」
を
理

解
し
て
も
ら
い
、
広
め
て

い
く
そ
う
で
す
。

　

名
古
屋
経
営
短
期
大
学
と
ス

ポ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー
「
ミ
ズ
ノ
名
古

屋
支
社
」
が
２
月
、
包
括
的
連
携

協
定
を
結
び
、
高
木
弘
恵
学
長

と
、
藤
原
一
俊
支
社
長
が
調
印
を

取
り
交
わ
し
ま
し
た
。
名
古
屋
経

学
連
携
企
画
が
、
サ
テ
ラ
イ
ト

会
場
の
本
学
で
行
わ
れ
、
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
教
室「
集

ま
れ
キ
ッ
ズ
・
ヘ
キ
サ
ス
ロ
ン
」

に
、
多
く
の
市
民
の
方
々
が
参

加
し
ま
し
た
。

営
短
大
と
健
康
都
市
宣
言

を
し
て
い
る
尾
張
旭
市
が

進
め
て
い
る
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
・
ウ
ォ
ー
ク
教
室
に
参

加
し
て
も
ら
う
の
を
は
じ

め
、今
後
も
地
域
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
や
健
康
づ
く
り
に

全
面
協
力
し
て
い
く
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
に
は
第
１２
回
あ
さ

ひ
健
康
フ
ェ
ス
タ
の
公
民

ノルディック・ウォークなど推進

「
１
０
０
円
朝
食
」

チ
ー
ム
に
よ
る
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
を
す
べ
て
勝
ち
抜
き
、
優

勝
し
ま
し
た
。
櫻
井
選
手
が
予

選
で
３
ゲ
ー
ム
計
８
０
０
点

（
２
９
０
・
２
５
５
・
２
５
５
）

を
出
し
、
個
人
ハ
イ
シ
リ
ー
ズ

賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

▶
優
勝
し
た
山
本
真
鼓
さ
ん

▶
３
位
の
服
部
智
成
さ
ん

キ
ロ
級
で
ト
ー
タ
ル
２
７
７
キ

ロ
を
記
録
し
、
３
位
に
入
り
ま

し
た
。

　
【
ボ
ウ
リ
ン
グ
部
】３
人
チ
ー

ム
で
大
学
日
本
一
を
競
う
「
全

日
本
大
学
王
座
決
定
戦
」
で
、

名
産
大
の
登
川
一
真
（
３
年
）、

櫻
井
渉
太
（
１
年
）、
照
山
莉

央
（
１
年
）
の
チ
ー
ム
が
、
予

選
５
位
で
決
勝
に
進
出
。
１６

市
民
多
数
集
い
笑
い
の
渦
！

▶
大
学
日
本
一
と
な
っ
た
名
産
大

ボ
ウ
リ
ン
グ
部


